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一
資
料
紹
介
一

【
要
旨
｝

中
世
の
関
東
で
は
緑
泥
片
岩
で
造
ら
れ
た
武
蔵
型
板
碑
が
広
く
流
通
し
た
。
中

世
の
神
奈
川
県
域
で
も
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
分
布
は
県
の
東
部
に
多
く
、
西
に

行
く
に
し
た
が
っ
て
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
、
箱
根
町
、
南
足
柄
市
、
小
田
原
市

な
ど
の
県
西
部
で
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
六
年
二
九

五
二
に
県
の
西
端
に
位
置
す
る
山
北
町
で
、
多
数
の
武
蔵
型
板
碑
が
出
土
し
て

お
り
、
武
蔵
型
板
碑
の
流
通
を
考
え
る
上
で
重
要
な
事
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

そ
の
存
在
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
稿
は
神
奈
川
県
内
の
板
碑
分

布
の
概
要
を
述
べ
、
山
北
中
学
校
遺
跡
の
板
碑
の
紹
介
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

｛
キ
ー
ワ
ー
ド
一

武
蔵
型
板
碑
緑
泥
片
岩
製
板
碑
山
北
中
学
校
遺
跡
河
村
氏

山
北
中
学
校
遺
跡
出
土
の
武
蔵
型
板
碑
に
つ
い
て

鳥

居

和

郎

切
り
込
み
を
入
れ
、
塔
身
の
中
央
に
供
養
の
対
象
と
な
る
仏
像
や
種
子
、
そ
の
下
方

に
願
文
、
造
立
趣
旨
、
年
紀
な
ど
の
銘
を
刻
む
。
板
碑
の
大
き
さ
は
五
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
大
型
の
も
の
か
ら
二
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
小
型
の
も
の
も
あ
る
が
、
五

（

２

）

○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
も
の
が
多
い
。

（

３

）

旧
武
蔵
国
域
で
確
認
さ
れ
た
武
蔵
型
板
碑
は
五
万
基
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
が
、
周
辺

の
地
域
を
加
え
る
と
そ
の
数
は
さ
ら
に
多
く
、
中
世
に
造
立
さ
れ
た
板
碑
の
総
数
は

ど
の
位
に
な
る
か
見
当
も
つ
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
生
産
量
の
多
さ
と
と
も
に
造
形

的
に
も
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
武
蔵
型
板
碑
は
わ
が
国
の
板
碑
の
代
表
的
な
存

在
と
な
っ
て
い
る
。

神
奈
川
県
域
の
板
碑
で
は
、
数
量
と
し
て
は
武
蔵
型
板
碑
が
一
番
多
く
見
ら
れ
る

が
、
そ
の
分
布
は
一
様
で
は
な
い
．
大
ま
か
に
い
え
ば
県
東
部
は
多
い
が
、
西
部
は

少
な
く
、
特
に
相
模
川
以
西
で
は
極
め
て
少
な
い
。
し
か
し
、
本
県
西
端
に
位
置
す

る
山
北
町
で
、
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
二
に
複
数
の
武
蔵
型
板
碑
が
出
土
し
て
い

易
で
、
ま
た
、
緑
色
の
色
彩
は
美
し
く
、
こ
の
点
で
も
信
仰
具
に
適
し
て
い
た
。
平

成
二
六
年
、
埼
玉
県
小
川
町
に
あ
る
武
蔵
型
板
碑
の
石
材
採
掘
や
板
碑
型
へ
の
加
工

を
行
っ
て
い
た
下
里
・
青
山
板
碑
製
作
遺
跡
が
国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。

に
中
世
の
代
表
的
な
信
仰
関
係
の
石
造
物
と
し
て
全
国
各
地
で
造
ら
れ
た
。
関
東
地

方
で
は
埼
玉
県
の
秩
父
地
方
や
比
企
郡
小
川
町
な
ど
で
産
出
す
る
緑
泥
片
岩
で
造
ら

（

１

）

れ
た
武
蔵
型
板
碑
と
い
う
形
式
の
も
の
が
多
く
、
関
東
一
円
に
流
通
し
た
。

た
武
蔵
型
板
碑
と
い
う
形
式
の
も
の
が
多
く
、
関
東
一
円
に
流
通
し
た
。

は
じ
め
に

武
蔵
型
板
碑
の
形
は
板
状
の
石
材
の
頭
部
を
山
形
に
作
り
、
そ
の
下
部
に
二
段
の

緑
泥
片
岩
は
板
状
に
剥
離
す
る
性
質
が
あ
る
た
め
板
碑
型
へ
の
加
工
が
比
較
的
容

板
碑
と
は
板
状
の
石
材
で
作
ら
れ
た
卒
塔
婆
で
、
五
輪
塔
や
宝
筐
印
塔
な
ど
と
共
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最
初
に
神
奈
川
県
域
に
分
布
す
る
板
碑
と
石
材
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。

本
県
で
製
作
さ
れ
た
板
碑
は
「
相
模
型
板
碑
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
武

蔵
型
板
碑
の
よ
う
に
定
型
的
な
形
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
箱
根
山
周
辺
で
産
出
す

る
安
山
岩
を
用
い
て
製
作
さ
れ
た
板
碑
を
総
称
す
る
も
の
で
、
用
語
と
し
て
は
甚
だ

暖
昧
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
安
山
岩
の
中
で
も
、
小
田
原
市
根
府
川
周
辺

で
産
出
す
る
根
府
川
石
製
の
も
の
は
、
石
質
に
特
徴
を
持
つ
た
め
区
別
す
る
こ
と
が

多
い
。
県
外
の
石
材
と
し
て
は
、
黒
雲
母
片
岩
製
の
常
総
型
板
碑
、
緑
泥
片
岩
製
の

武
蔵
型
板
碑
が
あ
る
。

次
に
こ
れ
ら
の
石
材
ご
と
の
使
用
状
況
を
簡
単
に
述
べ
て
み
る
。

た
の
で
あ
る
。
文
献
史
料
の
少
な
い
中
世
の
山
北
地
方
や
同
地
を
支
配
し
た
河
村
氏

に
関
す
る
資
料
と
し
て
、
ま
た
、
武
蔵
型
板
碑
の
流
通
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
資

料
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
は
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

当
館
で
は
、
本
年
二
月
、
特
別
展
「
石
展
ｌ
か
な
が
わ
の
歴
史
を
彩
っ
た
石
の
文

（

４

）

化
Ｉ
」
を
開
催
し
、
山
北
中
学
校
遺
跡
出
土
の
板
碑
の
展
示
を
行
っ
た
が
、
会
場
の

制
約
も
あ
り
武
蔵
型
板
碑
は
二
基
の
展
示
に
と
ど
ま
っ
た
。
本
稿
で
は
資
料
の
重
要

性
に
鑑
み
て
、
現
在
、
確
認
で
き
る
山
北
中
学
校
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
板
碑
を
破
片

を
含
め
紹
介
を
お
こ
な
い
た
い
。
な
お
、
本
文
末
尾
に
そ
れ
ら
の
目
録
を
掲
げ
た
。

（
１
）
根
府
川
石

小
田
原
市
根
府
川
周
辺
で
産
出
す
る
安
山
岩
で
板
状
節
理
を
持
つ
。
鎌
倉
時
代
末

か
ら
南
北
朝
時
代
に
板
碑
の
石
材
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
現
在
で
も
石
碑
な
ど
に
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
根
府
川
石
製
の
板
碑
は
、
現
在
、
六
基
確
認
さ
れ
て

（

５

）

お
り
、
い
ず
れ
も
小
田
原
市
域
に
伝
来
、
あ
る
い
は
出
土
す
る
た
め
、
き
わ
め
て
地

｜
神
奈
川
県
域
の
板
碑
の
分
布
と
武
蔵
型
板
碑

域
的
に
展
開
し
た
板
碑
と
い
え
る
。
製
作
時
期
は
居
神
神
社
の
文
保
元
年
二
三
一

七
）
銘
が
最
も
古
く
、
小
田
原
城
御
用
米
曲
輪
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
康
永
元
年
二

三
四
二
）
銘
が
最
も
新
し
い
。

整
形
が
施
さ
れ
た
板
碑
の
中
で
も
大
型
の
も
の
は
、
徳
治
三
年
二
三
○
八
）
銘

の
鎌
倉
市
長
谷
寺
の
宝
筐
印
塔
陽
刻
板
碑
で
、
全
高
は
お
よ
そ
二
・
七
メ
ー
ト
ル
あ

る
。
全
体
を
丁
寧
に
板
状
に
整
形
し
、
塔
身
に
は
宝
筐
印
塔
が
レ
リ
ー
フ
さ
れ
て
い

る
。
長
方
形
の
塔
形
と
と
も
に
陽
刻
で
表
現
す
る
方
法
は
当
時
盛
行
し
て
い
た
武
蔵

型
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

南
足
柄
市
沼
田
の
西
念
寺
に
は
、
武
蔵
型
板
碑
の
特
徴
を
も
つ
鎌
倉
時
代
末
期
か

ら
南
北
朝
時
代
と
み
ら
れ
る
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
が
あ
る
。
頭
部
は
山
形
で
、
二

段
の
切
り
込
み
を
入
れ
、
そ
の
下
に
額
部
を
表
現
し
た
印
刻
線
を
持
つ
。
確
認
で
き

る
高
さ
は
七
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
基
部
の
幅
は
三
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
で

あ
る
。

（
２
）
安
山
岩

箱
根
山
な
ど
で
産
出
す
る
安
山
岩
を
板
碑
の
石
材
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
、
も

と
も
と
板
状
の
石
材
で
は
な
い
た
め
板
状
に
整
形
し
て
利
用
し
た
も
の
や
、
自
然
石

に
近
い
も
の
ま
で
様
々
な
形
の
も
の
が
あ
る
。

前
述
し
た
二
基
ほ
ど
の
大
き
さ
は
な
く
小
型
の
も
の
で
あ
る
が
、
鎌
倉
市
長
谷
寺

に
は
五
輪
塔
を
陽
刻
し
た
も
の
が
二
基
あ
る
。
ま
た
、
山
北
中
学
校
遺
跡
か
ら
も
形

状
が
似
る
大
日
如
来
の
種
子
を
陰
刻
し
た
板
碑
が
出
土
し
て
い
る
（
図
７
）
。

あ
ま
り
加
工
を
施
さ
ず
、
自
然
石
に
近
い
石
材
を
利
用
し
た
板
碑
で
比
較
的
大
型

の
も
の
と
し
て
は
、
小
田
原
城
内
に
鎌
倉
か
ら
南
北
朝
時
代
と
み
ら
れ
る
大
日
一
尊

種
子
板
碑
が
建
つ
〈
石
材
の
産
地
は
箱
根
山
周
辺
と
さ
れ
る
）
。
ま
た
、
小
型
の
も
の

と
し
て
居
神
神
社
、
玉
伝
寺
な
ど
に
は
安
山
岩
の
扁
平
な
河
原
石
に
五
輪
塔
を
線
刻
、

－136－



（
４
）
緑
泥
片
岩
（
武
蔵
型
板
碑
）

石
材
の
産
地
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
神
奈
川
県
内
で
確
認
さ
れ
る
板
碑
の

中
で
は
数
量
的
に
最
も
多
い
が
、
そ
の
分
布
は
多
摩
川
の
流
域
で
あ
る
川
崎
市
域
や

（

７

）

横
浜
市
域
に
多
く
、
西
部
に
行
く
に
従
っ
て
減
少
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
武
蔵
型
板

碑
の
流
通
に
は
多
摩
川
の
舟
運
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。
鎌
倉
市
域
に
も
多
い
が
こ
れ
ら
は
海
運
に
よ
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
鎌
倉
幕
府

が
所
在
し
て
い
た
た
た
め
武
家
の
館
や
寺
院
が
多
く
、
そ
れ
に
と
も
な
い
板
碑
の
造

立
数
も
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
県
内
分
布
の
板
碑
は
、
地
元
の
石
材
で
あ
る
箱
根
周
辺
の
安
山
岩
を

使
用
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
数
量
的
に
は
少
な
く
そ
の
分
布
も
限
ら
れ
て
い
る
。
数

量
が
多
い
の
は
緑
泥
片
岩
製
の
板
碑
だ
が
、
西
に
行
く
に
従
っ
て
そ
の
数
が
減
る
の

は
、
そ
の
重
量
が
流
通
の
障
壁
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
黒
雲
母
片
岩
（
常
総
型
板
碑
）

筑
波
山
麓
の
黒
雲
母
片
岩
で
作
ら
れ
た
板
碑
で
、
横
幅
の
あ
る
四
角
形
の
も
の
が

多
い
が
、
神
奈
川
県
域
に
は
武
蔵
型
を
模
し
た
形
の
も
の
も
あ
る
。
鎌
倉
市
五
所
神

社
に
あ
る
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
の
年
紀
を
も
つ
倶
利
伽
羅
不
動
板
碑
。
ま
た
、
同

市
の
光
明
寺
に
あ
る
年
紀
銘
は
判
読
し
が
た
い
が
五
所
神
社
の
も
の
と
同
時
期
と
さ

れ
る
阿
弥
陀
種
子
板
碑
な
ど
で
、
本
県
内
で
の
流
通
量
は
少
な
い
。

（

６

）

ま
た
は
陽
刻
し
た
も
の
が
あ
る
。

安
山
岩
は
五
輪
塔
や
宝
筐
印
塔
な
ど
の
石
材
と
し
て
の
利
用
は
多
く
、
そ
の
製
品

は
関
東
一
円
に
展
開
し
た
が
、
板
碑
に
造
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
板
状
に
加

工
す
る
工
程
が
必
要
と
な
る
た
め
、
避
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

昭
和
二
六
年
、
神
奈
川
県
山
北
町
の
山
北
中
学
校
の
校
舎
建
築
に
と
も
な
う
山
裾

の
削
平
工
事
の
際
、
中
世
の
墓
地
が
発
見
さ
れ
た
。
発
見
当
時
の
状
況
を
伝
え
る
記

録
類
は
存
在
し
な
い
が
、
複
数
の
板
碑
と
と
も
に
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
五

輪
塔
や
宝
筐
印
塔
、
ま
た
瀬
戸
・
渥
美
・
常
滑
・
猿
投
窯
の
蔵
骨
器
が
と
も
に
出
土

し
た
。
板
碑
の
内
、
一
基
は
大
日
如
来
の
種
子
が
陰
刻
さ
れ
た
安
山
岩
製
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
は
緑
泥
片
岩
製
の
武
蔵
型
板
碑
で
、
い
ず
れ
も
折
損
や
欠
損
が
あ
る
が
、
塔

身
に
彫
ら
れ
た
種
子
か
ら
み
る
と
確
認
で
き
る
も
の
は
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
で
あ

プ
（
四
○

板
碑
と
と
も
に
出
土
し
た
五
輪
塔
や
宝
筐
印
塔
は
近
隣
の
種
徳
寺
（
山
北
町
山
北
）

（

８

）

に
移
設
さ
れ
て
お
り
、
五
輪
塔
の
水
輪
部
を
数
え
て
み
る
と
五
四
基
分
あ
る
た
め
、
か

な
り
の
規
模
の
墓
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

山
北
中
学
校
遺
跡
に
つ
い
て
、
昭
和
三
二
年
二
九
五
七
）
に
山
北
地
方
の
文
化

財
調
査
を
お
こ
な
っ
た
赤
星
直
忠
氏
は
、
正
応
四
年
二
二
九
二
銘
の
二
基
、
乾

（

９

）

元
二
年
（
一
三
○
二
）
銘
の
一
基
を
銘
文
の
概
略
と
と
も
に
簡
単
に
紹
介
さ
れ
た
。
日

野
一
郎
氏
は
、
『
足
柄
乃
文
化
』
第
七
号
で
板
碑
と
と
も
に
遺
跡
の
概
要
を
紹
介
さ
れ

た
が
、
赤
星
氏
の
調
査
同
様
に
、
発
見
当
時
の
記
録
が
な
く
、
出
土
資
料
も
散
逸
し
、

し
か
も
発
見
か
ら
か
な
り
時
間
が
経
過
し
た
時
期
で
の
執
筆
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

遺
物
の
紹
介
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
や
む
を
得
な
い
。
ま
た
、
板
碑
研
究
の
蓄

積
が
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
時
代
の
た
め
か
、
遺
物
の
紹
介
は
蔵
骨
器
が
中
心
で
、
板

碑
に
つ
い
て
は
、
乾
元
二
年
銘
と
正
応
四
年
銘
の
武
蔵
型
板
碑
、
そ
し
て
安
山
岩
製

の
鎌
倉
時
代
末
期
と
さ
れ
る
板
碑
の
紹
介
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
他
の
板
碑
に
つ
い
て

（

皿

）

は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
渡
辺
美
彦
氏
は
、
『
板
碑
の
総
合
研
究
２
地
域
編
』
で
神
奈

川
県
を
担
当
さ
れ
、
そ
の
中
で
山
北
中
学
校
遺
跡
の
武
蔵
型
板
碑
二
基
、
安
山
岩
製

二
山
北
中
学
校
遣
跡
の
武
蔵
型
板
碑
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（

Ⅱ

）

板
碑
一
基
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
山

（

ｕ

）

北
町
史
』
史
料
編
で
は
「
山
北
中
学
校
遺
跡
」
の
項
で
板
碑
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
遺
跡
の
概
要
説
明
が
中
心
で
、
板
碑
は
破
片
を
除
き
主
要
な
作
例
の
図
版

は
掲
載
さ
れ
た
が
、
ト
リ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
銘
文
や
法
量

な
ど
の
基
本
的
な
情
報
が
割
愛
さ
れ
て
い
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

管
見
の
限
り
で
は
、
山
北
中
学
校
遺
跡
出
土
の
板
碑
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
刊
行

物
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。

板
碑
の
中
で
年
紀
銘
が
確
認
で
き
る
も
の
は
多
く
は
な
い
が
、
最
古
の
も
の
は
目

録
番
号
１
の
正
応
四
年
銘
で
あ
る
。
身
部
に
は
天
蓋
の
下
に
蓮
台
に
乗
る
主
尊
の
阿

弥
陀
如
来
の
種
子
を
、
そ
の
両
脇
に
は
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
の
種
子
が
彫
ら
れ
る
。

種
子
の
彫
り
も
堂
々
と
し
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
の
板
碑
の
特
徴
が
良
く
出
て
い
る
。
ま

た
年
紀
銘
に
加
え
て
観
無
量
寿
経
の
偶
文
の
一
部
が
確
認
で
き
る
。
上
部
と
下
部
に

折
損
が
見
ら
れ
る
の
は
惜
し
ま
れ
る
．

他
に
造
立
年
が
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
目
録
番
号
３
，
４
の
乾
元
二
年
銘

で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
い
ず
れ
も
塔
身
の
上
部
と
下
部
が
欠
失
し
、
主
尊
部
も
現
状
で

は
確
認
で
き
な
い
が
、
３
に
つ
い
て
は
脇
侍
と
し
て
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
の
種
子

が
見
え
る
た
め
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
４
に
つ
い
て
脇
侍

の
右
側
に
あ
た
る
部
分
に
観
音
菩
薩
の
種
子
が
あ
る
た
め
、
主
尊
に
阿
弥
陀
菩
薩
の

種
子
を
戴
く
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
板
碑
は
同
年
の
二

月
と
三
月
の
同
じ
日
に
ち
に
造
ら
れ
て
い
る
た
め
、
同
じ
趣
旨
で
造
立
さ
れ
た
と
み

ま
た
、
年
紀
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
比
較
的
完
形
に
近
い
姿
を
残
す
も
の
は

目
録
番
号
２
の
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
で
あ
る
。
塔
身
の
中
央
部
で
斜
め
に
折
損
し

て
い
る
が
、
中
央
に
蓮
台
に
乗
る
阿
弥
陀
如
来
の
種
子
、
そ
の
下
に
脇
侍
と
し
て
や

は
り
蓮
台
に
乗
る
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
の
種
子
を
刻
む
。
造
立
銘
、
趣
旨
銘
な
ど

ら
れ
る
。

は
彫
り
が
浅
い
た
め
判
読
で
き
な
い
。

目
録
番
号
７
は
緑
泥
片
岩
製
で
は
な
く
、
安
山
岩
系
の
石
材
を
使
用
し
た
大
日
一

尊
種
子
板
碑
で
あ
る
。
身
部
に
は
大
日
如
来
の
種
子
が
陰
刻
さ
れ
る
。
本
品
は
素
朴

な
表
現
な
が
ら
武
蔵
型
を
模
し
た
山
形
の
頭
部
と
二
条
線
を
持
ち
、
こ
の
板
碑
の
造

立
に
関
わ
っ
た
人
々
が
武
蔵
型
を
板
碑
の
典
型
と
見
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
箱
根
山
周

辺
の
安
山
岩
を
使
用
し
た
板
碑
は
県
内
で
数
点
見
ら
れ
る
が
、
本
品
は
そ
れ
ら
と
は

（

過

）

異
な
る
石
質
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
石
材
の
産
地
が
確
定
で
き
る
と
相
模
国
西
部
の

板
碑
流
通
を
考
え
る
上
で
重
要
な
作
例
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
山
北
中
学
校
遺
跡
出
土
の
板
碑
に
は
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初

頭
の
年
紀
銘
が
あ
り
、
年
紀
が
確
認
で
き
な
い
そ
の
他
の
板
碑
も
ほ
ぼ
同
時
期
の
も

の
と
み
ら
れ
る
。
武
蔵
型
板
碑
の
生
産
期
間
か
ら
み
る
と
、
比
較
的
前
期
の
も
の
で

（

Ｍ

）

あ
る
。
ま
た
、
流
通
の
面
か
ら
み
て
も
、
あ
る
程
度
の
数
量
が
出
土
し
た
遺
跡
と
し

て
は
西
限
に
位
置
す
る
と
い
え
る
。

中
世
の
山
北
は
河
村
郷
と
い
い
、
波
多
野
荘
（
現
神
奈
川
県
秦
野
市
域
）
を
本
領

と
し
た
波
多
野
遠
義
の
子
、
秀
高
が
地
名
を
姓
と
し
て
こ
の
地
を
支
配
し
て
い
た
が
、

文
献
史
料
か
ら
河
村
氏
の
活
動
を
伝
え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
日
野
一
郎
氏
も

（

喝

）

指
摘
さ
れ
た
が
、
鎌
倉
時
代
の
山
北
で
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
墓
地
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
の
は
河
村
氏
以
外
存
在
し
な
い
と
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
板
碑
は
河
村
氏
の
信
仰

や
経
済
、
ま
た
、
中
世
の
山
北
を
考
え
る
上
で
文
献
史
料
の
欠
を
補
う
貴
重
な
資
料

群
と
い
え
る
。

主ニ
ニ
ロ（

１
）
現
在
、
最
古
の
武
蔵
型
板
碑
は
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
の
年
紀
を
持
つ
阿
弥
陀
三
尊
を
刻
ん

だ
図
像
板
碑
（
須
賀
広
板
碑
・
埼
玉
県
熊
谷
市
江
南
）
と
さ
れ
る
。
神
奈
川
県
内
で
は
寛
元
二

年
（
一
二
四
四
）
の
年
紀
銘
を
持
つ
阿
弥
陀
如
来
橦
子
板
碑
（
横
浜
市
青
葉
区
鴨
志
田
町
）
で
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（
７
）

（
５
）

（
８
）
「
山
北
町
史
、
史
料
編
、
原
始
・
古
代
・
中
世
」
、
二
○
○
○
年
、
「
山
北
中
学
校
遺
跡
」
の
項

に
は
、
日
野
一
郎
「
中
世
墳
墓
の
一
形
態
ｌ
相
模
山
北
に
お
け
る
鎌
倉
時
代
の
墳
墓
群
ｌ
」
の

あ
る
。
武
蔵
型
板
碑
の
造
立
は
十
四
世
紀
の
後
期
に
最
盛
期
を
迎
え
、
そ
の
後
、
若
干
の
増
減

は
あ
る
も
の
の
次
第
に
減
少
し
、
十
七
世
紀
初
頭
に
は
造
立
は
行
わ
れ
な
く
な
る
。

特
別
展
図
録
「
板
碑
」
の
解
説
、
埼
玉
県
立
博
物
館
、
昭
和
五
十
七
年
。

埼
玉
県
教
育
局
生
涯
学
習
文
化
財
課
の
下
里
・
青
山
板
碑
製
作
遺
跡
の
指
定
に
関
す
る
発
表
資

料
、
平
成
二
六
年
。

特
別
展
「
石
展
ｌ
か
な
が
わ
の
歴
史
を
彩
っ
た
石
の
文
化
ｌ
」
主
催
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物

館
、
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
。
会
期
平
成
二
八
年
二
月
六
日
～
三
月
二
七
日
。

根
府
川
石
製
の
板
碑
に
つ
い
て
は
、
「
小
田
原
市
史
」
通
史
編
、
原
始
・
古
代
・
中
世
「
第
二

節
相
模
型
の
板
碑
」
の
中
で
斉
藤
彦
司
氏
が
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
二
基
新
た
に
発

見
さ
れ
た
（
⑤
⑥
）
。
①
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
大
日
一
尊
種
子
板
碑
、
居
神
神
社
。
②
元

亨
二
年
（
一
三
二
二
）
阿
弥
陀
一
尊
種
子
板
碑
、
居
神
神
社
。
③
建
武
元
年
（
一
三
三
川
）
、
阿

弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
（
小
田
原
駅
西
方
の
吉
橋
付
近
出
土
）
。
④
建

武
五
年
（
一
三
三
八
）
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
、
宝
金
剛
寺
。
⑤
康
水
元
年
（
一
三
四
二
）
大

日
一
尊
種
子
板
碑
、
御
用
米
曲
輪
遺
跡
出
土
。
⑥
年
未
詳
、
種
子
不
明
板
碑
、
御
用
米
曲
輪
遺

跡
出
土
。
以
上
が
根
府
川
石
製
で
あ
る
。
ま
た
、
「
小
田
原
市
史
一
で
根
府
川
石
と
さ
れ
た
「
小

跡
出
土
。
以
上
が
根
府
川
石
製
で
あ
る
。
ま
た
、
「
小
田
原
市
史
』
で
根
底

田
原
城
吐
公
園
板
碑
」
は
、
安
山
岩
で
は
あ
る
が
根
府
川
石
で
は
な
い
。

前
掲
（
５
）
と
同
じ
。
四
○
九
頁
「
五
輪
塔
刻
の
自
然
石
板
碑
」
参
照
。

当
該
地
域
の
自
治
体
史
に
記
載
の
あ
る
泥
片
岩
製
板
碑
の
数
量
を
以
下
記
す
。
た
だ
し
、
銘
文

を
中
心
と
し
た
史
料
編
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
、
完
形
に
近
い
も
の
か
、
破
片
で
あ
る
か
不

明
。
厚
木
市
域
で
は
六
四
件
（
破
片
を
含
む
）
、
平
塚
市
域
で
一
四
基
、
伊
勢
原
市
で
破
片
の

み
、
二
宮
町
で
一
基
、
小
田
原
市
域
で
二
基
で
あ
る
。
相
模
川
以
西
で
は
内
陸
部
の
厚
木
市
域

を
除
き
、
組
織
的
な
流
通
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
。
根
府
川
石
製
や
安

山
岩
製
の
板
碑
が
比
較
的
多
い
小
田
原
市
域
で
は
、
緑
泥
片
岩
製
板
碑
は
板
橋
の
両
覚
院
に
貞

和
四
年
二
三
四
八
）
銘
の
破
片
、
室
町
時
代
と
さ
れ
る
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
が
、
「
小
田

原
市
史
一
編
蟇
時
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
が
、
伝
世
品
で
は
な
く
移
入
品
の
可
能
性
が
あ
る
と

原
市
史
』
編
蟇
峠

の
こ
と
で
あ
る
。

記
述
を
採
用
し
「
五
輪
塔
は
少
な
く
と
も
二
一
基
」
と
す
る
が
、
種
徳
寺
に
あ
る
水
輪
の
数
と

合
わ
な
い
。
一
二
基
は
完
形
の
石
塔
の
数
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
山
北
中
学
校
遺
跡
出
土
の
石

塔
と
と
も
に
橦
徳
寺
周
辺
に
所
在
し
た
五
輪
塔
の
残
欠
な
ど
を
安
置
し
た
た
め
数
量
が
増
加

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
９
）
赤
星
直
忠
「
山
北
埋
蔵
文
化
財
と
民
俗
資
料
」
『
神
奈
川
県
文
化
財
調
査
報
告
書
」
第
二
四
集
、

一
九
五
八
年
。
赤
星
氏
は
「
正
応
四
年
銘
」
を
二
基
、
「
乾
元
二
年
銘
」
を
一
基
と
さ
れ
て
い

る
が
、
年
紀
と
員
数
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

（
ｍ
）
日
野
一
郎
「
中
世
墳
墓
の
一
形
態
ｌ
相
模
山
北
に
お
け
る
鎌
倉
時
代
の
墳
墓
群
ｌ
」
『
古
代
」
第

二
四
・
二
五
合
併
号
、
早
稲
田
大
学
考
古
学
会
、
一
九
五
七
年
。
『
足
柄
之
文
化
」
第
七
号
、
昭

和
三
八
年
に
再
掲
、
「
足
柄
之
文
化
」
第
三
十
五
号
に
再
々
掲
載
。

（
皿
）
坂
詰
秀
一
編
『
板
碑
の
総
合
研
究
２
地
域
編
」
柏
書
房
、
一
九
八
三
年

（
岨
）
前
掲
（
８
）
と
同
じ
。

（
昭
）
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
山
下
浩
之
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
Ｍ
）
前
掲
（
２
）
と
同
じ
。
武
蔵
型
板
碑
の
造
立
は
十
四
世
紀
の
後
期
に
最
盛
期
を
迎
え
、
そ
の
後
、

若
干
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
次
第
に
減
少
し
千
七
世
紀
初
頭
に
は
造
立
は
行
わ
れ
な
く
な
る
。

（
妬
）
前
掲
（
蛆
）
と
同
じ
。
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山
北
中
学
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
板
碑

11 10 9 8
庁

イ 6 5 4 3 2 1

板
碑
破
片
（
三
点
）

板
碑
破
片

板
碑
破
片

板
碑
破
片

大
日
一
尊
種
子
板
碑

主
尊
不
詳
板
碑
（
阿
弥
陀
三
尊
種
子

板
碑
力
）

主
尊
不
詳
板
碑
（
阿
弥
陀
三
尊
種
子

板
碑
力
）

主
尊
不
詳
板
碑

阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑

阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑

阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑

名

称

確
認
で
き
な
い

未
詳

未
詳

乾
元
二
年
二
三
○
二
）

乾
元
二
年
（
一
三
○
二
）

未
詳

正
応
四
年
（
一
二
九
二

年

紀

四
五

四
八

六
七
・
五

二

七

一
一
」
、

｜
｜
｜
ノ

八
四
・
五

一

ノ、
一

ノ、

七
且一

ノ、

一
七
・
○

一

二

九

・

○

×

三

二

七○ ○ 八 ○ 五

縦

×

横

×× × × × × ×

三

二

×

三

三二

×

＝

二

一
一
一
一

一
九
・
七

~七
二二

三二~ 二
○
・
○

’
七
・
○

夕へ、

cm
、一一〆

戸、

Lノ五 五八 ○ 二 二

安
山
岩
製
。

塔
身
下
部
の
大
部
分
を
欠
失
。
破
片
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
８
は

本
碑
の
一
部
で
あ
る
。

塔
身
上
部
・
下
部
欠
失
、
右
に
観
音
の
種
子
が
あ
る
た
め
、
阿
弥
陀

三
尊
種
子
板
碑
と
み
ら
れ
る
。

＊
主
尊
部
と
左
側
の
脇
侍
は
欠
失
す
る
。
左
側
の
脇
侍
の
蓮
台
は
残

り
、
右
側
に
観
音
の
種
子
（
サ
ク
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
尊
は

阿
弥
陀
の
三
尊
種
子
板
碑
で
あ
ろ
う
。

塔
身
の
上
部
・
下
部
欠
失
。

塔
身
の
上
・
下
部
欠
失
、
主
尊
は
脇
侍
か
ら
判
断
し
た
。

＊
塔
身
の
上
部
が
欠
失
し
主
尊
は
不
明
で
あ
る
が
、
脇
侍
か
ら
名
称

を
判
断
し
た
。

塔
身
の
中
央
で
斜
め
に
折
損
、
塔
身
の
下
部
右
側
欠
失
。

＊
三
尊
の
下
部
に
造
立
趣
旨
な
ど
の
三
行
の
銘
文
が
か
す
か
に
見
え

る
が
判
読
は
で
き
な
い
。

塔
身
の
山
形
上
部
欠
失
、
塔
身
下
部
欠
失
、
中
央
で
斜
め
に
折
損
。

同
一
の
板
碑
の
破
片
で
あ
る
か
確
定
は
で
き
な
い
。

石
質
な
ど
か
ら
６
の
破
片
と
み
ら
れ
る
。

備

考
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図1 阿弥陀三尊種子板碑正応四年（一二九一）子板碑
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図4主尊不詳板碑（部分）乾元二年（一三○二） 図3阿弥陀三尊種子板碑（部分） 乾元二年（一三○二）

右
志
者
為
慈
父
聖
霊

八

乾
元
二
年
三
月
十

往
生
極
楽
也
Ｅ

（

サ

ク

）

（
キ
リ
ー
ク
）

（

サ

）

志
為
、
Ⅱ
Ｕ
十

乾
元
二
年
二
月八
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（
無
景
力
）

□
口
往
生
極
楽
也
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図7大日一尊種子板碑鎌倉時代 図5主尊不詳板碑（部分） 鎌倉時代

（
サ
ク
）

□
口
五
年
八
月

□

※石質から図6と図8は同一の板碑とみられる 図6．主尊不詳（阿弥陀三尊種子力）板碑（部分）鎌倉時代
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図8板碑破片（6の破片）図10板碑破片

図11 板碑破片（三点） 図9板碑破片
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